
航空写真による倒木危険性調査について 
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１．目的  

 高速道路沿道地域では、隣接地を含めた倒木リスク把握が不可欠であるが、現地での確認作業の場合、斜面

での危険作業、私有地立入や財産干渉等の非経済的な問題に加え、対象が膨大であるため、経済的且つ迅速に

倒木リスクを把握することは困難な状況であった。そこで、空中写真等のリモートセンシングにより、非経済

的障壁を克服すると同時に、広範囲を短時間でスクリーニングすることにより、効率的に倒木リスク点検やモ

ニタリングを実施する手法等について報告するものである。 

２．調査概要等 

2.1 調査概要 

・調査場所：舞鶴若狭自動車道 春日 JCT～六人部 PA（37.7KP～49.9KP） 

・調査時期：平成 28 年 9 月～10 月 

・調査内容：樹木調査（樹高、活力度、生育環境、リスク状況等）、航空写真（解像度 15cm：可視光・近赤外） 

2.2 正規化植生指数：NDVI(Normalized Difference Vegetation Index） 

 植物の葉緑素は、0.68μｍの可視光線（R）を吸収し光合成を行うため反射率が低下し、葉緑素は熱に弱く

植物葉は赤外域（IR）を大きく反射する。光合成活動が活発な生育良好木は R を良く吸収し、IR を大きく反

射させる。光合成活動が低下する生育不良木は Rの反射が大きくなると供に、葉緑素を守る機能も低下し、IR

での反射が小さくなる。R と IR を用いて正規化することで時間的・空間的な相違を無くし、計測環境が異な

る観測値を比較することが可能となる。 

    
図１ NDVI の考え方 

３．データ解析 

3.1 NDVI 解析 

 クズ等に覆われたり落葉した樹木の場合は、上空からのセンシングのため、NDVI 値と実際の生育状況とが

整合しないことがある。 
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図２ NDVI 解析例 

3.2 樹高解析 

 今回は航空レーザーデータを用いて、樹高と本線との離隔距離の関連を整理したが、樹木の座標データと樹

高が判明していれば、GIS 等での解析が可能である。 

取扱い易くするため、正の整

数化（0～200）を行った。 
＝(NDVI+1)×100 
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単層林：中間パルス少 複層林：中間パルス多 
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図３ 樹高分布と離隔距離 
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図４ 活力値、NDVI 値及び倒木リスク評価の関連 

 

3.3 NDVI・樹高解析 

 NDVI 解析による樹木の生育状況、樹高解

析による樹高と離隔の関係把握、可視光航

空写真及び道路平面図とを重ね合わせ、倒

木リスク樹木の抽出を行い、整理したのが

図５である。敷地内外を問わず、リスク樹

木の把握が可能となった。 

４．おわりに 

 今回は、安全安心を優先させるため、解

像度の高い航空写真を用いたが、衛星写真

の解像度が航空写真と同等までに向上すれ

ば、更なるコストの低下が期待できる。ま

た、防災点検や諸調査に用いる等の多目的

に使用することにより、コストを分散させ

て相対的にコストの低下を行うことができ 

るものと思われる。加えて、さらに高い解像度での撮影が可能なドローンを用いた空中撮影により、より詳細

な活力値の推定が期待できると思われる。 

 

 キーワード 航空写真，近赤外線，NDVI，樹高，離隔、リスク、倒木、敷地外、樹木、スクリーニング 

 連絡先   〒733-0037 広島市西区西観音町２－１ 西日本高速道路エンジニアリング中国㈱ 土木事業本部 小澤 

 ＴＥＬ082-532-1435 
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図５ 倒木リスク抽出図 
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